
　11月３日、大阪府保険医協
会会館２階会議室で全国保険
医団体連合会（保団連）第４
回勤務医委員会が開催され出
席しました。このなかで大阪
府保険医協会（以下大阪協会
と略す）は2012年度の活動方
針について報告をしました。
　すなわち１．共済制度の充
実（①死亡・入院・手術・退

院後の通院までを保障する新
グループ保険、②医賠責保
険、③新規開業・教育・住宅
資金等の融資制度、④保険医
年金そして⑤休業補償制度で
はその早期復活を求めてい
く）２．新規開業支援対策（保
険医共同組合と連携した継承
事業等も含む）３．勤務医の
トラブル対策＜勤務医に役立

つトラブル対策の第４弾の開
催等＞４．研究会の開催（熊本
協会が開催した臨床白熱教室
と称した総合診療の学習で、
「ＮＨＫテレビで放映のドク
ターＧ」との討論様のものも
検討したい）等を報告しまし
た。
　その他、医療事故調査委員
会の実施に向けての日本医師

会提案の「制度検討を協議す
る専門家委員会」への参加を
求める要望書を東京都保険医
協会が日本医師会に手渡しし
ました。これについては大阪
協会でも本年７月10日に「院
内事故調査委員会、医療報道
そして医療司法のあり方を問
う」として佐藤一樹氏の講演
をお願いしたこともあり、日
本医師会の今後の出方に注目
したい。また、勤務医に役立
つトラブル対策の第４弾とし
て医事紛争解決ファイルと称
して弁護士の講演を2012年１
月28日（土）に開催する予定
です。さらに、勤務医の「名
ばかり管理職」の実情調査
（部長、医長等の役職について
も人事権もなく学会参加も自

費、残業代も付かず、一般勤
務医のときのほうが給与が良
かった等の有無の調査）を行
いたいと思っています。その
他、勤務医の交代勤務制度・
主治医制の問題や医学生を対
象とした企画も考えていきた
いと思っています。大阪協会
内では組織部はもちろん、病
院部・女性医師の会とも連携
して勤務医部の考えをよく理
解していただくように努めた
いと思っています。以上、微
力ではありますが少しでも国
民医療の向上・勤務医の生活
安定等に役立つよう運動して
まいりますので会員の皆様に
はご協力を、わけてもお友達
等に入会を勧めていただくよ
うにお願いいたします。
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　口腔ケアとは口腔のもっている発音、
呼吸、咀嚼、嚥下、唾液分泌能の回復等
をサポートする広義の意味と、主に口腔
衛生の維持、向上を中心とする口腔清掃
の狭義の意味がある。 近年の要介護者、
要支援者の急激な増加で、口腔に関わる
機能障害により、ＱＯＬの維持に支障を
きたしているケースが増加している。た
とえば、嚥下運動のタイミングのずれが
原因で誤嚥をひきおこし、一方では、高
齢者の死因で上位に位置する誤嚥性肺炎
を口腔ケアで予防できる可能性１）が示
唆され、機能面からみた口腔ケアの重要
性がより認識されている。大脳皮質にお
ける機能局在を示すペンフィールドの大
脳の運動野にあるように、口腔と咀嚼に
関する領域の運動野に占める割合は大き
く、よく噛むことが脳の活性化につなが
ると考えられている。以上のことから、
本院では、平成23年１月より、病棟に専
属歯科衛生士を配属し、広義の意味での
口腔ケアを行うことにより、入院中の患
者の質の向上を目指している。

　また平成15年７月より、いびき、無呼
吸、昼間の眠気などを主訴としたいびき
外来の診察を行っている。睡眠関連疾患
の中でも患者数が多く、日常的に遭遇す
る疾患は睡眠呼吸障害と不眠である。そ
のうち睡眠時無呼吸症候群の患者数が本
邦にも200万以上の患者が潜在している。
治療方法として、睡眠呼吸器外来による
ＣＰＡＰ療法、歯科による口腔内装置
（マウスピース）療法、耳鼻咽喉科による
外科手術、栄養士による減量指導などが
ある。本科では、残存歯が少ない状況で
も、診断後にマウスピースの適応のある
場合、十分な口腔内の状況を検討し作製
している。平成22年６月には、日本睡眠
学会より睡眠医療認定医療機関として認
定された。現在、同認定医療機関は平成
23年８月現在、全国で83機関しかなく、
適切な診断、治療を行うことにより、地
域医療の中核施設として機能すべきであ
ると考えている。
　最後に当科は、厚労省歯科医師臨床研
修指定機関、日本歯科麻酔学会準研修機

関である。口腔外科（口腔癌～智歯の抜
歯）、全身麻酔下での障害者歯科、他科
疾患の有病者歯科治療を中心とした二次
歯科医療機関である。日本歯科麻酔学会
認定医、専門医、日本障害者歯科学会認
定医、日本睡眠学会認定歯科医が常勤医
として勤務し、怖くて歯科治療が困難な
患者、嘔吐反射（絞扼反射）の強い患者
に、静脈内鎮静法を用いた治療が可能な
全国でも数少ない病院歯科である。最
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勤務医部長　鶴田　一郎

勤務医の“名ばかり管理職”の
実態調査を予定

第 4回保団連勤務医委員会の報告より

１） 米山武義ら：要介護高齢者に対する口腔衛
生の誤嚥性肺炎予防効果に関する研究。日
歯医学会誌．20:58‒68.2001．

参加ご希望の方は下記もしくは FAX（右記）までご連絡ください（参加費無料）　FAX 06‒6568‒2389（田川・吉見）

　大阪府保険医協会勤務医部ではこれまで「勤務医に役立つト
ラブル対策」として患者さんをめぐるいろいろなトラブル事例
をもとに講演会を開催し、毎回たくさんの方の参加をいただき
ました。
　今回は過去の解決した医事紛争をもとに、勤務医の先生方が
今後の診療に役立つよう弁護士の金田朗氏に講演をお願いいた
しました。ぜひお越しください。

2012年 1月 28日（土）午後 3 時～ 5 時　大阪府保険医協会 5 階　第 5 会議室

弁護士　金 田 　朗（かなた あきら）氏

勤務医に関わる医事紛争事例をもとに
個々の事例の背景と善後を探る

医事紛争解決ファイル
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180日超入院の対象外患者

　90日超の『特定患者』と同じように、難病患
者等入院診療加算を算定する患者や悪性新生物
に対する腫瘍用薬を投与している状態など『厚
生労働大臣の定める状態』にある患者について
は、一般病棟等通算対象病棟で、通算して180日
を超えて入院しても、入院基本料の15％を減額
しないで100％保険給付されることになります。
（特定患者の場合の除外対象患者の状態と微妙
に異なるので、注意が必要です）
　また、“急性増悪”で、通算対象病棟または介
護療養病棟等から一般病棟に転棟させて場合、
転棟した日から30日間は選定療養の対象外とな
り、入院基本料の100％が保険給付されること
になります。

「180日」通算の方法

　入院期間の通算について、いくつかのポイン
トがあります。
　基本は、同じ保険医療機関に継続して入院し
ている場合はもちろん、『同一傷病』での他院か
らの転院または自院・他院を問わず退院後再入
院でも入院期間を通算することになります。
　ただし、次のような場合は通算しなくても良
いことになります。
　①「寛解」または「治癒」の状態で退院した
後、再入院の場合は通算しなくても良いことに
なります。
　②先に退院した傷病と異なる傷病で再入院し
た場合も、通算しなくてもよいことになりま
す。　
　③退院後、３ヶ月以上にわたって自院または
他院入院しなかった場合。
　④３ヶ月以上、自院または他院の介護療養病
床など介護施設に入院していた場合。
　①～④の場合は、先の入院起算日をリセット
し、再入院をした日を新たに起算日として180
日の通算をしていきます。例えば、高血圧が重
症化し、４月１日から通算対象病棟に入院・加
療し、寛解して５月31日に退院。外来通院で療
養していたが、10月１日高血圧が増悪したため

　前回の続編として、『180日超』患者について、
見ていくことにします。
　『90日超－特定患者』の場合は、自院または
自院と特別の関係にある医療機関の「一般病棟
入院基本料等を算定する病棟に入院している患
者」の入院期間を“通算する”規定でした。こ
れに対し、『180日超』に関しては、同一の傷病
で一般病棟等に入院している期間を、自院、他
院を問わず“通算”することになります。
　通算される「一般病棟等」は、①一般病棟入
院基本料、②特定機能病院（一般病棟）入院基
本料、③専門病院入院基本料－を算定する病棟
が対象となります。自院、他院を問わず、これ
らの病棟に入院した場合は入院期間を通算し、
最初に入院して181日目からは「保険外併用療養
費（選定療養）」の対象になり、入院基本料の85
％しか給付されないことになります。

「180日超」患者の入院基本料

　上記の方法に照らして「180日」を超えた入
院患者の入院料の取り扱いについてみていきま
す。
　180日を超えて入院すると、181日目から「保
険外併用療養費」の『選定療養』となります。
すなわち、入院基本料の15％を減額した、残り
の85％が『選定療養費』として保険給付をされ
ることになります。この場合の減額されるのは
「入院基本料」であり、初期加算や入院基本料等
加算は減額の対象になりません。
　減額した15％については、患者から徴収する
ことが認められます。ただし、その場合、①差
額料金や提供される内容等を院内の見やすいと
ころに掲示するとともに、②患者に対し説明を
し、患者が理解した上で同意を得る必要があり
ます。また、③近畿厚生局長に対し、毎年７月
１日現在に状況を報告する必要があります。
　退院に備えての「試験外泊」など、まれに外
泊を認める患者があります。180日超患者の外泊
中の入院基本料は、“入院基本料の15％を算定す
る”規定になっているため、180日超患者の場
合の外泊日に係る入院料は診療報酬上は算定し
ないことになります。

再入院した場合、３ヶ月以上の「入院しない期
間」があるため10月１日が新たな180日通算起算
日となります。
　次の場合は、入院起算日のリセットではなく
180日の通算を停止することになります。
　⑤自院または他院への入院していない期間が
３ヶ月以内の場合。
　⑥３ヶ月以内の期間、介護施設に入院してい
た場合。
　⑦３ヶ月以下・以上にかかわらず、通算対象
とならない入院料を算定している病棟に入院し
ている期間。
　⑤～⑦の場合、最初に入院した日を起算日と
して、⑤～⑦の期間を飛ばして再入院をした日
から通算していきます。例えば、９月１日から
９月30日までの30日間通算対象病棟に入院、10
月１日から10月10日まで療養病床に転棟、その
後病状が増悪したため再び10月11日から通算対
象病棟に転棟した場合、10月11日は31日目とな
ります。

入院期間の確認

　紹介したように、全年齢患者について自院、
他院を問わず、一般病棟等通算対象病棟に通算
して180日を超えて入院した場合が対象となり
ます。
　保険医療機関は入院に際して、過去３ヶ月の
入院の有無や入院の理由、選定療養に該当する
かなどを確認すること、とされており「入院期
間の確認」を怠ると入院基本料が算定できない
ことになっています。したがって、他院での入
院履歴が必要になってきます。このため、退院
に際して『退院証明書』の発行が求められま
す。これにより、今回入院が退院から３ヶ月を
超えているのか、入院すべき病名が同じなのか
などを確認することができます。退院証明書の
発行は、「義務」ではありませんが、入院期間の
確認が「入院基本料算定」基本要件の一つとし
て挙げられているため、入院医療機関相互に関
連していることから、全て患者の退院に際して
は発行したいものです。
 （事務局参与・上田　浩治）

▶求 内科および整形外科常勤医・非常
勤医／専門、年齢不問／勤務内容等面
談にて優遇／東大阪市内病院（一般・
療養）／問合せ・070‒5665‒8013（明石）
▶求 精神科非常勤医招聘／ＪＲ阪和
線「和泉府中」駅近く／週数回、場合
によれば週１回でも可。委細面談／問
合せ・080‒1436‒2550(管理医師・中畑
まで）
▶求 内科常勤医（週 4日勤務可）／地
下鉄谷町線「太子橋今市」駅西／徒歩
5分／大阪市旭区大宮 5 ‒ 4 ‒24／藤
立病院／委細面談／問合せ・06‒6955
‒1100（事務長）

▶求 内科常勤医（在宅及び外来）週 4
日勤務可／近鉄奈良線「瓢箪山」駅／
徒歩 3分／東大阪市神田町 3 ‒12／翔
聖クリニック／委細面談／問合せ・
072‒982‒6471（立川）

▶テナント物件／ＪＲ「玉造」駅より
徒歩すぐ／34.58坪／駅前ビル 4階／
耳・泌・皮・心内を希望／問合せ・06
‒6681‒1665（㈱吉

きっそう

總・三木）
▶テナント物件／近鉄南大阪線「藤井
寺」駅 7分／207坪／胃腸科肛門科／
有床19開設中／賃貸または売却相談／
介護施設・産科・小児科等最適／072-

937-2029（加藤）
▶テナント物件／ＪＲ学研都市線「津
田」駅／徒歩 5分／国道307号線沿／
新築医療ビル／１階・47坪／ 3階・
44坪／内・歯科以外／問合せ・072-
824-3734（高橋）
▶テナント物件／近鉄「長瀬」駅／徒
歩１分／37坪／問合せ・090‒9693‒
6695（佐多）／地域医療に貢献していた
だきたく面談の上お貸しいたします。
▶テナント物件／ＪＲ・地下鉄「大
正」駅より徒歩１分／約52坪（分割可）
駅前ビル 2階／眼・整形外・皮フ・耳
鼻咽喉科以外希望／問合せ・06‒6551
‒8175（アダチ眼科・郡） 
▶テナント物件／地下鉄谷町線「関目
高殿」駅直上／関目 5の交差点横／視
認性抜群／募集科目（内・整・皮・
眼・児）／12月よりオープン／同時高専
賃60戸／残１箇所 1Ｆ24坪／問合せ・
090-5134-6553（奥田）

▶テナント物件／浪速区難波中 3 ‒14
‒ 8 ／浪速区役所真正面／地下鉄「難
波」駅／ 2階・ 3階／各35坪／１階心
療内科開業中／問合せ・06‒6536‒8604
（八重垣）
▶テナント物件／枚方市都丘バス停ス
グ／ 2階（40坪）･ 3 階（22坪）／眼・
心内・小児科等適／現整・耳・婦等盛
業中／問合せ・072‒847‒0596（中塚）
▶貸医院／地下鉄今里筋線「だいどう
豊里」下車 2分／鉄筋 3階建 1階部分
／43坪／即開業可能／介護関係オフィ
ス可／問合せ ･ 06‒6329‒1141（田村）
▶貸医院（継承可）貸室／近鉄「荒本」
駅／徒歩 3分／ 5階建 1階179㎡、 2
階102㎡、45㎡（併合も可）の 3件／
職員住宅有／近調剤薬局有／内児眼耳
皮泌精外整美外適／塔屋電飾看板可／
駐車場有／託児所・介護関係オフィス
可／新規開業応援、医師限休診時賃料
1/2減額／問合せ・06‒6789‒8172

求人・病院・診療所

テ ナ ン ト 物 件・
貸 医 院・ 継 承

勤務医にも必要な 保険診療の知識 10 一般病棟の「180日超」患者の取り扱い
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